
　総合的な教学改革の１方策として、平成28年度から文科省主催の
「私立大学総合支援事業」や「私立大学研究ブランディング事業」な
どの特別補助金を獲得する取組を行っています。申請要件に沿って、
効果的に運営体制や規定を整備する形で全学的な改革を押し進めて
います。平成28年度は「ブランディング事業」は不採択でしたが、
嬉しいことに「総合支援事業」は採択され、本学の教育改革の実施
に弾みがつきました。それとともに、教職員に両事業に応募する過
程で、改革に取組む重要性に関する共通認識が得られたものと思い
ます。平成29年度も両事業に応募するべく鋭意取組んでおります。
　また一方で、独自性「食・緑・人の専門職業人を育成し、地方創
生の担い手を輩出する。」を持つ小規模大学としてのブランド力「南
九大（ＭＫＵ）ブランド」の強化を図り、そのポジションを確立す
るという将来ビジョン（夢）を描いて取組む必要があると思います。
そのため、半世紀の間に同窓生の皆さんによって築かれてきた南九
大の校風と気質を、本学の良い伝統や特徴（長所）＝南九大らしさ
＝「南九大ＤＮＡ」として活かしながら、発展的に「ＭＫＵブランド」
を確立することが不可欠だと考えています。本年度は創立50周年を
迎えます。この節目の年に、積極的に衆知を結集して、魅力的な「Ｍ
ＫＵブランド」を確立する元年としたいと考えています。
　現在、南九大創立50周年の記念事業を行うために準備を進めてお
ります。準備委員会には後藤同窓会長も委員として参加していただ
いております。同窓会から、立派なキャンペーン看板を両キャンパ
スに設置していただいたばかりでなく、寄付金をいただくという多
大なご協力をいただきました。母校のために同窓会の皆様の熱い思
いが伝わってくるようで、大変感謝しております。
　また、ご存知のように、創立50周年の節目の年に、高鍋キャンパ
スを高鍋町へ手放すことになりました。同キャンパスには卒業生の
皆様の多くが、青春の思い出が詰まっており、複雑な心情ではない
かと察せられます。それを考えると本学園もとても心苦しいところ
ですが、学園や本学の将来の発展のために、何卒深いご理解をいた
だきますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本学をこれまで以上に評価される大学にし
ていくために、教職員及び学生と協力して努力していきたいと思っ
ております。今後とも南九州大学同窓会の皆様のより一層のご理解
とご支援・ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　台風一過、日増しに秋の深まりを感じる今日この頃ですが、南九州大
学同窓会の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上
げます。また、南九州大学の後輩を温かい目で見守り、ご激励をい
ただきますことに深謝致します。さらに、本学の教育・研究・運営
について、日頃よりご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、昨今では、人工知能やロボットなどの技術革新が進み、知
識基盤社会の深化やグローバル化を加速的に推し進めています。こ
のように日本や国際社会が激変し、さらに少子高齢化が進展するの
に対応するため、宮崎県などの地方自治体では、生き残りをかけた
「地方創生」が声高に叫ばれております。
　また、日本は世界の先陣を切って超高齢化が進み、近い将来に平
均寿命が100歳に達するとも言われています。この100年ライフの世
代においては、多くはセカンドステージの仕事に就くためのスキル
アップを求め、大学などでの学び直しを行うようになるとも言われ
ています。
　このような社会情勢を踏まえ、大学も変わる必要があります。地
方の小規模大学である南九大が将来にわたって安定的に存続・発展
していくためには、本学の定員割れ体質などをスピーディーにかつ
総合的に改善していく必要があります。これまで、「食・緑・人に関
する専門家を実学的に育成する。」という基本理念をもとに、各学部・
学科においてできるところから教学改革を継続的に進め、一定の成
果は出ておりますが、まだ道半ばです。より実質化するためには、
適切なフィードバックのための自己点検・評価を行う必要がありま
す。また、未着手の課題も早急に解決の道を探らねばなりません。

南九州大学学長
寺原　典彦

御 挨 拶

母校と同窓会発展の為、一生懸命務めさせて頂く所存でございます。
　しかしながら昨今の経済情勢、少子化問題等により私学を取り巻く環境
は非常に厳しい状況下におかれております。今年度も定員割れ（281 名／
310 名）の現状です。また、学部が新しく設置された中での同窓会組織や
運営等の在り方等、解決をしなければならない問題も浮上しつつあります。
　そのためには会員の積極的なご支援、ご協力がなければ後輩に残せる「未
来につながる同窓会」にすることは難しいことだと考えております。
　同窓会として今何ができるか、同窓会としてどのような役割を果たすこと
ができるのか、そして南九州大学を発展させる為にはどうあるべきか、在
学生のために役立てることはないかということが、昨年度から引き続きの
課題となっております。そこで今年度は、６月の役員会・総会時だけでなく
11月10日に会員の代表との意見交換会を実施いたします。
　そこで今後の課題と致しまして、同窓会本来の目的である会員相互の交
流と親睦を図る為、全卒業生とのネットワークをより広げることをテーマ「未
来につなげよう同窓会の輪」にして、同窓会組織の編成や運営の在り方等
を協議していきます。
　終わりに同窓会としてもこの節目における記念すべき年を意義あるものと
し、今後、創立 100 年に向けての未来ある同窓会へ繋げていきたいと思っ
ています。
　同窓会会員の皆様のご健勝とご活躍そして南九州大学の益々の発展をお
祈り申し上げまして会長の挨拶とさせて頂きます。

南九州大学同窓会第12代会長
後藤　克信（45L）

　同窓会会員の皆様におかれましては、益 ご々健勝でご活躍のことと共に、
日頃より同窓会活動にご協力いただき感謝申し上げます。
先ず初めに、今年７月５日～６日にかけて福岡県・大分県にて発生した北
部九州集中豪雨災害で甚大な被害にあわれました皆様にこの場をお借り致
しまして、心よりお見舞い申し上げます。
　南九州大学同窓会会員数 10,000 名を超える会員の皆様、平成 29 年度
は大学創立 50 周年となります。そして、歴代会長の築かれた同窓会の伝
統や歴史を考えますと、感謝するとともにその責任の重さに身が引き締まる
思いでございます。これまでの会員の皆様の熱いご支援や多くのご協力を
賜り感謝するとともに、11月11日の創立 50 周年式典を迎えるなかで、同
窓会としても微力ではございますが、今後も一層大学との関わり大事にし、

南九州大学創立50周年を祝して
～未来につなげよう同窓会の輪～
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平成30年６月23日（土）
16：00～17：30（講演会）
18：30～20：30（懇親会）

日　時

宮崎観光ホテル（宮崎市）
宮崎市大淀川河畔

場　所

①大学教職員　②旧教職員　③同窓会役員・代議員
④還暦11期生・52年入学285名（H96名、L89名、G49名 、A51名）

〔幹事を募集します。〕
⑤宮崎県内の卒業生
⑥次年度12期・53年入学は来年参考のために自主参加を！
⑦ 第11期生の住所判明者には、案内文を再度ご案内いたします。

参加者

平成30年度 南九州大学同窓会合同懇親会の案内

還暦同期会（昭和50・51年生）・合同懇親会が開催される。

平成29年度　南九州大学同窓会通常総会（報告）
　６月24日（土）15：00より
別府市亀の井ホテルにおい
て、役員会並びに平成29年
度通常総会が開催されまし
た。後藤会長が議長を行い、
事務局から報告が行われま
した。

⃝同窓会役員、各地区代議員＝31名が出席
①第１号議案〔平成28年度事業報告・平成28年度決算〕
事務局長・会計によって報告がされた。しかし、入力ミ
スや基金の利子もれ等があり、修正案を同窓会会報に掲
載することの承認を受けて、加藤監査より監査報告がな
され承認された。

②第２号議案〔平成29年度事業計画（案）・平成29年度予算計画（案）〕
事務局長・会計より事業計画案・予算案の説明があり、
予算案の一部修正（繰越金等の入力ミス）を行うという
ことで承認された。

③第３号議案〔今後の通常総会・創立50周年記念特別会計〕
今後の総会場所については、事務局長より平成30年は宮
崎市、平成31年は福岡市で開催するとの説明があった。
記念事業計画については、会計より寄付金（100万円）・
記念事業費（100万円）の説明を行った。
事業に関わる制作物（屋外看板・横断幕・のぼり等）の

実物を見せながら、今回限りの特別支出金であることを
説明し承認を受けた。

④その他及び質問事項
⃝�後藤会長より、大学が作成する記念誌の掲載事項は同窓
会ページ（歴代会長・会則・活動内容・役員名簿等を掲載）
を設けるとの説明があった。
⃝創立50周年記念式典への参加要請について
�・役員及び代議員への積極的な参加を要請した。
⃝毎年の基金からの同窓会一般会計への繰り入れ金に
　ついて（質問）
�・�経費節減に努め、次年度より基金からの一般会計への繰
り入れは取りやめる。
⃝創立50周年記念事業等の計画内容や同窓会本部の
　活動状況の報告について
�・�同窓会ホームページのリニューアルを図り、定期的な掲載
を行い会員への連絡を密にする。
⃝�５年毎の会員名簿改訂につき、会員等に広告数のアップ
を呼びかける。
⃝�創立50周年記念事業の一環と
して、大学と連携して宮日新聞
への広告掲載に努めてほしい。
⃝�大学理事会や評議員会への参
画ができるように努力してほしい。

別府：亀の井ホテル

別府：亀の井ホテル

開会行事（別府：亀の井） 記念集合写真（平成29年 別府）

　６月24日（土）、通常総会後、17：30より別府亀の井ホテ
ルにおいて９期・10期生（昭和50年・昭和51入学生）の参
加者32名、大学教職員６名役員18名・代議員12名・事務局
１名、計69名の参加のもとで盛大に開催されました。藤田
栄紀氏（61L）の進行のもと、後藤会長の挨拶、長谷川理
事長の挨拶、山村九州ブロック長の乾杯でスタートした懇親
会では、脇　百太郎元教授を招き若き学生時代の活躍等の
思い出に花が咲いていました。最後は、村武代議員（福岡県）

による万歳三唱で合同懇親会を閉めることができました。
引き続きの同期生会は、同ホテル１階の別室にて開催され、
懇親会以上に想い出話に花が咲き、本当に有意義な２次会
となりました。
　来年は、昭和52年入学の第11期生が対象となります。
　来年は宮崎市（宮崎観光ホテル：予定）にて開催されます。
多数の参加を期待しております。
　詳細はホームページ等にてご案内いたします。ご覧ください。
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南九州大学創立50周年記念式典について
平成29年(2017)に南九州大学が開学し50周年となります。
創立50周年を記念し11月11日（土）に、宮崎市のメデッキット
県民文化センター（県立劇場）で記念式典が開催されます。

【主な式典内容】　10:00~12:30
　○記念式典　開会式：理事長、学長、来賓あいさつ等

　○記念講演　浜口京子
　　　　　　　表題：支え支えられてここまで来た～涙の分だけ強くなれる!!
　　　　　　　　　　「世界で闘いつづけた20年間。」

学校法人南九州学園　総務企画部長　上野　恒嗣

創立50周年記念同窓会関連事業の制作活動

創立50周年メッセージ

南九州大学同窓会通信

3

「開学初期の記憶」　　宮崎市　徳原　隆（42L）
　宮日の未来へ南九州大学 30 周年の記事①～⑬を開い
た。史実を客観的にとらえていた。
　１期生は数々の試練を体験した。学長不在の入学式。
４日後学園が不渡りを出し倒産。トイレの水が出ず現場
トイレ使用、４人掛けテーブル椅子、工事飯場の食堂。
教養科目の１年目は皆文句も言わず授業を受けた。大学
祭の是非を問う学生自治会（現学友会）で開催を決め、
部活一団となり実施した大学祭は今も続いている。
　４年生になって研究室は先生の机イスと木製テーブル
のみでクーラー、電話なしが何年続いた事か。マイナス
出発から今の両キャンパスの施設設備はほぼ充足。理想
をいえばまだまだ。次の 60 年に向って目標をかかげ邁進
して戴きたい。

「50 周年に寄せて」　　岡山市　大森　茂（45H）
　何をさておいても 50 年はひとつの区切りですね。
　その記念誌に寄稿できる幸せをしみじみ感じている。
　大学紛争の余波が残る時代を高鍋の豊かな自然の中で
過ごしたが、印象に残っているものの一つに台風の猛威
を体験したことと、大波が寄せる海岸で打ち揚げられる
天然のカキを拾ったことが何故か鮮明に思い出される。
大学の実習では毎回大根抜きで、腹が減っていれば生の
ままかじったこともあったし、先生に実習内容の変更を
お願いしたこともあった。何もかもが十分に満たされ訳
ではないが、それを補っても余りある何かがあったから
こそ今日の自分があるのだと思っている。芋焼酎を飲み、
友と歌ったホークソング、人生の基本を教えて頂いた大
切な地である。

「私と大学生活」　　　　東京都　高柳　利充（46L）
　昭和 46 年４月、初めて大学に踏み入れました。今から
46 年前になります。管理棟、研究棟、教室だけの小さな
大学に驚きもしましたが、わくわくするような感覚を覚
えています。学生は少なく、先生は高齢の方が多く、ど
うなるものかと思いましたがとにかく、すべてが元気で
した。高鍋という町の中、民家に下宿し、無茶をし、地
域の人に𠮟られることもありました。でも楽しかった。
社会に出て役に立ったことがものすごくありました。
　小さいこと＝エネルギーがないわけではありません。
時間がたったことが古いわけではありません。何時のと
きも世界と社会と自分を見つめ、今まで出来なかったこ
とにチャレンジしていくことを忘れたくないと思ってい
ます。50 周年おめでとうございます。

「学び舎での思い出」　　大阪府堺市　山田　和正（47H）
　南九州大学創立 50 周年を迎えるにあたり一言ご挨拶申
し上げます。
　私、第６期生として昭和 47年園芸学部に入学しました、
当時大学内の道路は舗装されてなく雨が降るとまるで田ん
ぼの中を歩いている様な感じだったことを思い起こします。
今は都城市と宮崎市にキャンパスを置き学舎も施設も素晴
らしいものとなっている事に誇りと喜びを感じています。
　当時は空手道部に所属し、南九州大学の名声を挙げるた
めに毎日稽古に明け暮れたものです、私の場合、大学での
思い出は勉学より空手道に打ち込んだ事が心に深く残って
おります。
　今後も南九州大学の学生は健全なる精神を育み社会に羽
ばたいて行って欲しいものです。南九州大学の益々の発展
と、在学生、教職員、そして同窓会の繁榮を祈念致します。



創立50周年に寄せて
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「50 周年手記」　　大分県　山村　久夫（47H）
　工業系の高校を卒業し東京へ　電子顕微鏡と朝から晩まで
暗い部屋の中、ミクロの世界と向き合った日々…
　太陽の下で、仕事をしたいという思いと昔から興味があっ
た造園への気持ちが強くなりかけた時、南国宮崎の地に大学
があることを知り、これぞと思い方向転換。
　入学の時、胸膨らませて高鍋の駅に着くとビックリ。何も
ない。
道を聞くにも人がいない。やっと、道を聞いてもひばり山の
学校でわかる凄さ。
　つづら折りの道を登っていくと広い草むらの中に建物が２
～３ヶ所。これが今から４年間お世話になると思うと頭が痛
くなる。
　しかし、太陽はキラキラと輝き、海も近く、豊かな自然と
人情の良さは、まさに自分に合っている。
　夜になると下宿先のむつわ荘で点呼など昔の軍隊一色だ。
この時、焼酎の味（最初は二口で戻していた。）を覚えた。（現
在は、大好き）
　４年間勉強せず遊んで飲んだ大学も 50 周年と聞いてビッ
クリ。良く持ったな～
　しかし、わが青春の１ページを飾った思い、今でも熱く思
い出す今日この頃。高鍋の地でずっ～とあってほしかったが
しょうがない。都城で太陽の学園として頑張って欲しい。
　今回、南九州同窓会大分大会にご協力ありがとうございま
した。

「50 周年を迎えて」　　宮城県　大木　一郎（48L）
　創立 50 周年、おめでとうございます。昭和 42 年設立以来、
幾度の経営危機に耐え 50 周年を迎えた事に感慨深いものが
あります。
　豊かな自然と温和な気候に恵まれた高鍋の環境のなかで４
年間を過ごす事が出来ました。４年間自分は何をしたかと、
考えた時、勉強？クラブ活動で体を鍛え、焼酎を覚え、また
全国から来た先輩、後輩との出会いが現在の私の宝物です。
　私は仙台に来て 35 年、同窓生の繋がりは、仕事の上で、
大変お世話になり心強いです。東日本大震災ではたくさんの
支援、励ましいただき大きな絆を感じました。
　在学生の方々に南九大の大きな絆を受け継ぎ、社会に貢献
できる人になって欲しいです。今後 100 周年を迎える事を望
んでいます。

「創立 50 年を迎えて」　 宮崎市佐土原町　加藤　研悟（46L132）
　南九州大学は、平成 29 年 4 月をもって、輝かしい節目の
50 周年を迎えましたが、顧みますと、昭和 42 年 4 月の開学
と同時に、非常な経営困難に陥り、本当に長い経営困難な時
代がありました。大学創立時に入学した同窓生は、自信をもっ
て「南九大の学生です」と言えないような境遇の中で、自分
をしっかりと見つめながら、同級生、部活動の先輩・後輩な
どの同窓生を信じながら、勉学に励んでいたことが走馬灯の
ように思い出されます。
　今の自分があるのは、あの苦しい時代を乗り越えてきたか
らこそと考えている同窓生は多いと思います。だからこそ、
苦しい時代を乗り越えてきた同窓生に、大学の経営に携わろ
うという意欲のある人が出ることを願っています。

「私と大学生活」　名古屋市　小野　天下（42L 9）　
　入学日が破産宣告の日、電気も水もない日が続いた。実習
は鍬と鎌で校庭整備、抗議したら先生が大学を辞めた。私も
退学願を出し市役所に勤める。係長と意見が合わず課長か
ら、同じ釜の飯を食った仲だからいつでも帰って来いと言わ
れた。大学から入学試験を 1番で入っているから辞めたら困
ると言われ残り、特別奨学金を貰う。柔道部を作り畳屋に 60
枚２万円でお願いし後輩とバイトして払った。大崩山の日本
カモシカ調査に南九大も加えてほしいと県議会議長に頼み込
み実現した。先生から大学に残るよう誘われた。県土木部長
と話をしていたら内に来いと言われた。１期生は就職したら
後輩のために3年は辛抱しろと言われた通りにして独立した。

「開学 50 周年を振り返って」　　宮崎県　大井手　健二 （44L）
　大学が平成 21 年４月都城に移転して以来、年に数回の実
習でしか利用されてこなかった高鍋キャンパスが 28 年度よ
り積極的に活用を図るとの方針が打ち出され、同年 4月から
母校高鍋キャンパスの緑の管理を 50 年の歴史の重みを感じ
ながら担当しています。
　開学して数年間の混乱時期大学倒産に揺れながら、フロン
ティア精神で破乱の学生時代を過ごしたのが走馬燈のように
駆け巡ります。また巨木に育った学内の樹木、後輩たちが実
習等で汗水流して造った日本庭園や見本庭園などそれぞれに
思い出が詰まっていると感じると感動を覚えます。
　この素晴らしい環境が次の 50 年に向け、大学の存続・繁
栄の為どのように活用されるか期待しつつグランドの芝刈り
に向かいます。

「今後の 50 年に向けて」　宮崎県都城市　平岡　直樹（56L28） 
　創立 50 周年に際し、今後の同窓会運営の 50 年について考
えてみたい。大学の卒業生は、学びのキャンパスと学生生活
をエンジョイした地域のみに愛着と郷愁を強く感じると言わ
れる。本学は、開学の地の高鍋キャンパスに引き続き、宮崎
キャンパス、都城キャンパスを順次開設し卒業生を輩出して
いる。つまり、一つの大学の卒業生でありながら、その想い
の地は 3つあることになる。よって、同窓会の組織運営もこ
れまでとは変わらざるを得ない。まず、3キャンパスそれぞ
れの同窓生組織をしっかりと立ち上げることが基本となろ
う。そして、それらを連携する同窓会という 2段階の組織体
制でないと、卒業生の心をしっかりと一つに束ねながらも影
響力を持った組織運営はできないということである。残念な
がら本学の同窓会は基本となるキャンパス単位の同窓会組織
がいまだ未整備である。同窓会も 50 年を経て重大な組織運
営体制の再構築が求められているといえる。



役職 氏名 入学
顧　問 小野　天下 S42 年 愛知県
顧　問 野元　　勉 S42 年 宮崎県
顧　問 加藤　研悟 S46 年 宮崎県
顧　問 牧野　博司 S44 年 宮崎県
会　長 後藤　克信 S45 年 宮崎県
副会長 高柳　利充 S46 年 東京都
副会長 大森　　茂 S45 年 岡山県
副会長 花畑志良一 S47 年 宮崎県
事務局長 徳原　　隆 S42 年 宮崎県
会　計 山本　昭藏 S48 年 宮崎県
監　査 平岡　直樹 S56 年 宮崎県
監　査 加藤　研悟 S46 年 宮崎県

役職 氏名 入学
幹　事 大木　一郎 S48 年 宮城県
幹　事 島田　幸吉 H 5 年 富山市
幹　事 牧　　照雄 S51 年 愛知県
幹　事 山田　和正 S47 年 大阪府
幹　事 小田　智敏 H 5 年 広島県
幹　事 細井　功一 S46 年 高知県
幹　事 山村　久夫 S47 年 大分県
幹　事 松田　正則 S49 年 沖縄県
幹　事 菊地　央靖 H 9 年 宮崎県
幹　事 木村　志緒 H15 年 宮崎県
幹　事 大井手健二 S44 年 宮崎県
幹　事 服部　雅樹 H 4 年 宮崎県

氏名 入学
藤田　修治 S43 年 埼玉県
河口　智志 S43 年 千葉県
金井　良一 S45 年 神奈川県
田澤　重幸 S50 年 神奈川県
佐藤　耕作 S47 年 新潟県
八澤　直樹 S43 年 愛知県
村上　克彦 S46 年 愛知県
中村　幹雄 S45 年 岐阜県
高田　知洋 S45 年 静岡県
橋本　久志 S43 年 滋賀県
堀野　　章 S52 年 滋賀県
大槻　卓也 S49 年 京都府
室賀　泰二 S54 年 奈良県
谷本　慎吾 H11 年 広島県

氏名 入学
飯田　　稔 S52 年 福岡県
田中　信敏 S49 年 福岡県
村武　賢治 S52 年 福岡県
澤　　治彦 S42 年 熊本県
姫井　一則 S42 年 熊本県
中野　　博 S44 年 鹿児島県
岩野　宗敬 H ７年 鹿児島県
間世田明里 H ８年 鹿児島県
佐藤　富徳 S50 年 大分県
岡田　修一 S47 年 宮崎県
初田多加司 S47 年 宮崎県
宮里　　勝 S60 年 沖縄県

平成29年度 南九州大学同窓会役員紹介
同 窓 会 役 員 代　議　員

保護者会の紹介

大学祭実行委員長　山田　拓実（食品開発学科２年生）
　今年のテーマ「食祭を動かすのは君だ！」です。今までとは
違うきりしま祭にしようと今回は、マジックショーやカラオケ
大会等の企画をしていま
す。スペシャルゲストも呼
んでいます！皆様が良かっ
たと思える大学祭になるよ
うに頑張ります。

き り し ま 祭 の ご 案 内
宮崎キャンパスにて11月25日（土）開催

大学祭実行委員長　吉田　快杜 （環境園芸学科２年生）

　大学祭テーマは「50周年感謝を込めてありがとう」です。50
年間続けてこられた先輩たちの努力とその地域の方々の支えが
あったからこそです。感謝の
気持ちを込め、恩返しできる
大学祭にしていきます。イベ
ントは毎年大人気のビンゴ
大会・沖縄エイサーや模擬店
等も多く用意いたします。
　是非とも足を運んでくださ
い。

ひ ば り 祭 の ご 案 内
都城キャンパスにて12月２日（土）・３日（日）開催

※各地区役員からの依頼文
※各クラス会担当者からの依頼文
※大学、学生会、保護者会への活動紹介等の依頼文
　・オープンキャンパスや学部、研究室の活動関係
※各県や地域におけるミニCM・会社等の活動CM

ホームページの原稿募集 !!
　全国や世界において活躍している卒業生の皆様方が身近に居ても、先輩や後輩た
ちの活躍等を全く知らない卒業生もいるようなので、各県や地域における活動を紹
介していきたいと考えます。
　全国・世界に散らばる南九大生の元気一杯の活躍を紹介し、些細な絆づくりに関
わる礎としていきたいと考えます。是非よろしくお願いします。

同窓会
事務局

掲
載
例

E-mail     dosokai@nankyudai.ac.jp
TEL/FAX     0986－46－1087

平成29年度
会　長　上田　道夫（環境園芸科　３年）滋賀県
副会長　北山　達典（環境園芸科 ４年）神奈川県
　　　　有村　幸子（子ども教育科 ４年）鹿児島県

主 な 活 動
　４年間の充実した学校生活をサポート！

●在学生の学研災保険の加入推進
●サークル等の課外活動への補助金
●学友会との意見交換会の実施
●卒業式祝賀会等の開催　他

平成29年（2017年）９月に会員名簿（No.9）を発刊致しました。まだ沢山の未判明者がおられます。
氏名や住所等の変更が生じている場合は早急に連絡してください。

◆依頼業者「小野高速印刷㈱ 」または 大学同窓会事務局 に連絡してください。
　① 小野高速印刷㈱ 　南九州大学同窓会　会員名簿発行事務局　「異動通知票」係
　 〒 870-0913 　大分県大分市松原町２-１-６　 FAX：0120-81-2299
　② 南九州大学　同窓会事務局（都城市立野町3761-１　ひばり館３階）
　 TEL/FAX：0986-46-1087　Ｅ-mail：dosokai@nankyudai.ac.jp

同窓会名簿の記載変更 住所変更等を忘れずに!!

第50回第13回

同窓会名簿販売中
発刊後の同名簿の販売（4,500円）
は同窓会本部のみで行います。ご
協力ください。
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北九州集中豪雨災害におけるお見舞金の
支給をしました。

平成28年度収支決算報告書
◎一般会計
１ 収入の部

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 説　　明
1．会費収入 4,160,000� 3,960,000� △ 200,000� 198名（３月31日現在）
　 ⑴正会員 200,000� 120,000� △ 80,000�６名
　 ⑵準会員 460,000� 500,000� 40,000� 25名
　 ⑶準会員（新入生） 3,500,000� 3,340,000� △ 160,000� 167名　
2．広告代・寄付 100,000� 20,000� △ 80,000�南九州短大同窓会
3．事業収入 160,000� 140,350� △ 19,650�

　 ⑴懇親会会費 150,000� 136,000� △� 14,000�役員19名・代議員12名・教職員９名・８回生８名
　 ⑵名簿販売 10,000� 4,350� △ 5,650�１名（郵送料含む）
4．雑収入（利子等） 4,078� 301� �△ 3,777�
5．基金 1,000,000� 1,000,000� 0�

小　計 5,424,078� 5,120,651� △ 303,427�
6．前年度繰越金 3,506,237� 3,506,237� 0�

合　計 8,930,315� 8,626,888� △ 303,427�

２ 支出の部
項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 説　　明

1．管理費合計 3,405,000� 3,391,182� △ 13,818�
　 ⑴印刷費 550,000� 424,642� △ 125,358�同窓会会報、その他印刷関係
　 ⑵人件費 1,000,000� 967,850� △ 32,150�事務職員、役員活動費、アルバイト等
　 ⑶会議費 350,000� 461,385� 111,385�総会・定期役員会、懇親会等補助
　 ⑷交際費 110,000� 94,980� △ 15,020�卒業式・入学式等出会、生花代等
　 ⑸需用費 1,395,000� 1,442,325� 47,325�総会関係の出席者増による旅費支給UP
　　 ①旅費・交通費 850,000� 1,070,650� 220,650�本部役員・同窓会役員・代議員等交通費
　　 ②備品費 50,000� 6,439� △ 43,561�同窓会事務局等備品購入代（畳敷き）
　　 ③消耗品費 60,000� 62,792� 2,792�同窓会事務局等における活動消耗品
　　 ④通信費 400,000� 258,160� △ 141,840�ハガキ・切手、郵送料、電話代等
　　 ⑤慶弔費 30,000� 10,000� △ 20,000�見舞金・香典代等
　　 ⑥手数料 5,000� 34,284� 29,284�会費払込手数料、経費振込手数料等
2．事業費合計 2,052,000� 1,522,832� △ 529,168�
 　⑴卒業記念品 952,000� 1,112,120� 160,120�記念品（４年次の会員名簿）：紙、インク等のUP
　 ⑵大学祭等支援金 200,000� 200,000� 0�都城校舎・宮崎校舎（各10万円）
　 ⑶同期会補助金 100,000� 100,000� 0�総会時における懇親会補助
　 ⑷学部支援金 300,000� 100,000� △ 200,000�卒業論文等研究支援金（本年度１名）
　 ⑸寄贈品費 500,000� 10,712� △ 489,288�ベンチ・テーブル等
3．組織・活性化費 400,000� 163,211� △ 236,789�県支部・少人数活動等の支援
4．予備費 3,073,315� 48,066� △ 3,025,249�労働保険、熊本地震等見舞金

合　計 8,930,315� 5,125,291�

3 収支決算（３月31日現在）� 収入合計� －� 支出合計� ＝残額（次年度繰越金）
� 8,626,888円�－� 5,125,291円� ＝3,501,597円

４ 現預金内訳�
内　　訳 金　　額 備　　考

郵便局 会費振込残高 3,281,989�
普通預金 一万城郵便局 20,874�
普通預金 宮崎銀行 8,856�
現金 同窓会事務局 189,878�

合　計 3,501,597�

平成29年度収支予算計画書
◎一般会計
１ 収入の部

項　　　目 予　算　額 H28年度決算額 増　　減 説　　明
1．会費収入 4,000,000� 3,960,000� △ 40,000�
　 ⑴正会員 100,000� 120,000� 20,000�５名�（100,000）�※昨年６名
　 ⑵準会員 400,000� 500,000� 100,000� 20名�（400,000）�※昨年�25名
　 ⑶準会員（新入生） 3,500,000� 3,340,000� △ 160,000� 175名（3,500,000）�※昨年167名
2．広告代・寄付 20,000� 20,000� 0�南九州短大同窓会
3．事業収入 467,500� 140,350� △ 327,150�
　 ⑴懇親会会費 250,000� 136,000� △ 114,000� 5000円×50名（見込み）
　 ⑵名簿販売【記念号】 217,500� 4,350� △ 213,150� 4500円×50名（見込み）
4．雑収入（利子等） 1,000� 301� △ 699�預金利子（現預金関係）
5．基金 1,000,000� 1,000,000� 0�一部解約（H30年度よりカット予定）

小　計 5,488,500� 5,120,651� △ 367,849�
6．前年度繰越金 3,501,597� 3,506,237� 4,640�

合　計 8,990,097� 8,626,888� △ 363,209�

２ 支出の部
項　　　目 予　算　額 H28年度決算額 増　　減 説　　明

1．管理費合計 5,300,000� 3,391,182� △ 1,908,818�
　 ⑴印刷費 550,000� 424,642� △ 125,358�同窓会会報、その他印刷関係
　 ⑵人件費（A） 900,000� 967,850� 67,850�事務局職員活動費等
　 ⑶人件費（B） 400,000� 0� △ 400,000�本部役員活動費、アルバイト等
　 ⑷会議費（A） 150,000� 461,385� 311,385�本部役員等定期役員会・臨時役員会
　 ⑸会議費（B） 550,000� 0� △ 550,000�総会に関わる役員会、懇親会等補助
　 ⑹交際費 100,000� 94,980� △ 5,020�卒業式・入学式等出会、生花代等
　 ⑺需用費 2,650,000� 1,442,325� △ 1,207,675�
　　 ①旅費・交通費（Ａ） 250,000� 1,070,650� 820,650�本部役員・事務職員等交通費
　　 ②旅費・交通費（Ｂ） 1,000,000� 0� △ 1,000,000�総会に関わる役員・代議員等交通費
　　 ③旅費・交通費（Ｃ） 400,000� 0� △ 400,000� 50周年記念式典関係に関わる役員活動費
　　 ④備品費 450,000� 6,439� △ 443,561�同窓会事務局等備品購入代、HPリニューアル関連
　　 ⑤消耗品費 180,000� 62,792� △ 117,208�同窓会事務局等における活動消耗品、50周年関連
　　 ⑥通信費 300,000� 258,160� △ 41,840�ハガキ・切手、郵送料、電話代等
　　 ⑦慶弔費 30,000� 10,000� △ 20,000�見舞金・香典代等
　　 ⑧手数料 40,000� 34,284� △ 5,716�会費払込手数料、経費振込手数料等
2．事業費合計 1,800,000� 1,522,832� △ 277,168�
　 ⑴卒業記念品 1,100,000� 1,112,120� 12,120�卒業記念品（H29年度卒業生用会員名簿）
　 ⑵大学祭等支援金 200,000� 200,000� 0�都城校舎・宮崎校舎（各10万円）
　 ⑶同期会補助金 100,000� 100,000� 0�総会時における懇親会補助
　 ⑷学部支援金 300,000� 100,000� △ 200,000�大学生卒業論文等研究支援金
　 ⑸寄贈品費 100,000� 10,712� △ 89,288�学友会・学園関係等への寄贈関係
3．組織・活性化費 550,000� 163,211� △ 386,789�県支部・少人数活動等の支援、HPのリニューアル管理
4．予備費 1,340,097� 48,066� △ 1,292,031�労働保険、災害時等特別見舞金

合　計 8,990,097� 5,125,291�

3 基金
平成26年度 平成27年度 平成28年度 備　考

一万城郵便局�（定額） 9,556,318� 9,566,202� 9,573,543�
宮崎銀行� （定額） 4,500,200� 4,500,600� 3,500,590 590円（H28年度、解約時の手数料差引き後利子）�

合　計 14,056,518� 14,066,802� 13,074,133 ・一般会計100万円・創立記念事業200万円
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〈平成29年３月31日現在〉 〈平成29年４月１日現在〉

会　計　報　告

南九州大学入学試験一覧

入学定員・試験区分別募集人員

入学定員・試験区分
環境園芸学部 人間発達学部 健康栄養学部
環境園芸学科 子ども教育学科 管理栄養学科 食品開発科学科

130人 80人 60人 40人
特待生推薦入試 33人 25人 20人 13人

推薦入試 Ⅰ期 26人 10人 8人 5人
Ⅱ期 6人 5人 2人 2人

一般入試
Ⅰ期 45人 15人 15人 10人
Ⅱ期 5人 4人 3人 3人
Ⅲ期 各　若　干　名

センター試験
利用入試

Ⅰ期 12人 15人 10人 5人
Ⅱ期 3人 6人 2人 2人
Ⅲ期

各　若　干　名AO入試
社会人入試
帰国生徒入試

Ⅰ期
Ⅱ期

　７月５日～６日にかけての集中豪雨が発生し、いまだ
避難生活等が続き、大雨・台風の度に不安な日々を過ご
す状況ですが、嬉しいことに南九州大OB等からの心配
の声や励ましの声が数多く届いているそうです。同窓会
OBとの連絡等により被害を受けられた会員の皆様にお
見舞金を授与することを決め、連絡があった方々にはお
見舞金を支給しました。

　大学創立50周年を迎えました。私たちに歴史があるように南九大にも歴史が刻まれています。同
窓会役員の一員として関わり１年となりましたが、未だ不慣れの中で本部事務局のお手伝いをさせ
ていただいております。同窓会による創立 50周年記念事業に携わっていく中で、卒業生の多くから
要望が出ておりますホームページを新しくリニューアルしていくことで今進めております。今後は、
本部事務局からも随時記事や連絡事項等を発信できるようになりますので、これからはスムーズな
情報発信ができることと思います。

　会報「尾鈴山」においても、50周年号としてページを増やし卒業生のコメント・メッセージも取り入れいくことにし
ました。短い期間での早急な原稿依頼でご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。
　新役員として思うことに、役割分担が不明確で多くの会員に多大なご迷惑をおかけし、指摘を受けることがありますが、
早急に改善を進めていきながらスムーズな運営体制を整えたいと考えております。
　身近な出来事も含めて手紙や原稿を送付していただくことがホームページや会報だけでなく、同窓会運営に大きく反
映されますので、是非とも多くの会員の方々の積極的な情報提供をよろしくお願い申し上げます。

〔広報担当＝事務局長：徳原・会計：山本・事務局：高山〕

編 集
後 記

平成30年度
（2018年度）

宮崎キャンパス　　管理栄養学科／食品開発科学科
〒880-0032 宮崎県宮崎市霧島５-１-２　TEL 0985-83-2111　FAX 0985-83-3383

都城キャンパス　　環境園芸学科／子ども教育学科
〒885-0035 宮崎県都城市立野町3764番地１　TEL 0986-21-2111　FAX 0986-21-2113

見学お申込み・
お問い合わせは
フリーダイヤル

0120-3739-20
南九州大学　総務企画部　企画広報課までご連絡ください。

※推薦（Ⅰ期・Ⅱ期）について、管理栄養学科は公募のみの募集です。
※ 一般入試（Ⅰ期）の各募集人員には、一般（Ⅲ期）・センター試験利用（Ⅲ期）・ＡＯ・

社会人・帰国生徒入試の募集人員（若干名）を含みます。

6

MINAMI KYUSHU UNIVERS ITY ALUMNI ASSOCIATION


